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今年度における本校の水泳授業の取扱いについて 

 

本校においては、国の指針に基づき、生徒の健康と安全を第一に考えて、地域の感染状況

を踏まえ、密集・密接の場面を避けるなど、下記の事項を十分踏まえた対策を講じることを

前提として、水泳の授業を実施していきたいと考えています。今後は、９月４日（金）まで

の実施を予定しています。ご理解のほど宜しくお願いします。 

 

記 

 

１ ドアノブやシャワーなど生徒が手を触れる箇所はこまめに消毒を行う。 

２ 毎朝の検温や健康観察により学習前の生徒の健康状態を把握し、体調が優れない生徒

の水泳授業への参加は見合わせる。 

３ 授業を見学する生徒についてはマスクを着用させるとともに、生徒間の距離を１～２

メートル以上確保するよう指導する。ただし、気温が高い日などに屋外で授業見学する

場合は、マスクを着用した生徒が熱中症にならないよう、日陰などで見学させたり、必

要に応じてマスクを外し、他の生徒との距離を 2 メートル以上確保するよう指導する。 

４ 授業中、生徒に不必要な会話や発声を行わないよう指導するとともに、プール内で密集

しないよう、プールに一斉に大人数の生徒が入らないようにする。 

５ 更衣室については、生徒の身体的距離を確保することが困難である場合は、一斉に利用

させず少人数の利用にとどめる。更衣室利用中は、不必要な会話や発声をしないよう生

徒に指導する。 

６ 水泳の授業で生徒が使用するタオルやゴーグルなどの私物の取り違えや貸し借りをし

ないように指導する。 


